
平
成
二
十
九
年
二
月
の
作
品
（
二
月
一
〇
日
（
金
）
）（
第
四
十
八
回
） 

（
於 

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー 

５
階
Ｄ
会
議
室
） 

  
 
 

針
供
養
娘 こ

が
親
と
な
り
子
を
連
れ
て 

 

（
一
江
） 

 
 

 

よ
く
来
た
と
母
繰
り
返
す
小
正
月 

 
 

（
芙
紗
） 

 
 
 

寒
の
池
い
つ
も
の
亀
の
見
当
た
ら
ず 

 

（
清
助
） 

 
 
 

古
備
前
の
壺
に
く
れ
な
ゐ
寒
椿 

 
 

 

（
隆
治
） 

 
 

 

葺 ふ
き

替 か

へ
に
集
ひ
し
「
結 ゆ

い

」
の
こ
こ
ろ
か
な
（
奉
男
） 

 
 
 

襟
立
て
て
渡
る
千
曲

ち

く

川 ま

や
春
浅
き 

 
 

（
孝
昭
） 

 
 

 

南
山
に
鼓 こ

を
打
ち
鳴
ら
す
春
の
闇 

 
 

（
前
歩
） 

 
 
 

風
雪
に
耐
へ
弘
前

ひ

ろ

さ

城 き

の
古
木
か
な 

 
 

（
貴
美
） 

 
 
 

あ
く
び
し
て
泣
い
て
乳
飲
む
春
う
ら
ら 

 

（
太
郎
） 

 
 
 

陰 か
げ

膳 ぜ
ん

に
そ
へ
て
燗
酒
一
周
忌 

 
 
 
 
 
 
 

（
平
六
） 

 
 
 

国
境
を
超
え
て
豆
撒
き
鬼
は
外 

 
 

 

（
正
雄
） 

 
 
 

新
し
き
横
綱
に
わ
く
節
分
会 

 
 
 

 

（
正
佳
） 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
 

 
 


